
　環境資源を活用するために、他
の活動（農業、里山整備等）と協
議し、プログラム内容の充実を
図った。森の学校を整備し、鮭の
生態調査のパネル等を展示し、活
動拠点を作った。

（特非）　鮭守の会
森の恵み―山・川・海　をつなぐ　鮭た
ちの姿

●成果		　益子町・芳賀町のアンケート調査
実施と、ガイドブックの作成。　　　

	 	　自然観測＋体験型ツアーを実施。森の工
房完成。

●工夫 		　アンケート調査を基にした自然観測を計
画、他団体と協業したプログラム内容に体験
型を入れることができた。

助成活動がメディア
に掲載された回数
活動に対する問
合せ件数
活動の全体目標
に対する達成度

3 回

25件

70%

　環境教育アンケート調査の分析内容の活用。自然観察会・里山
観察会の常設場所の整備が必要。エコツーリズムの勉強と視察並
びにスタッフ確保が課題。

　27年度に取り組んだ、他団体との協働作業をより強化して、プ
ログラム内容を年間通して充実させること。

課　題

活動内容

今後の課題

益子町教育委員長へガイドブックを贈呈

鮭の母川回帰歓迎式典の様子◆成果と工夫したポイント◆成果と工夫したポイント


